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米格付会社のS&P（スタンダード・アンド・プアーズ）は昨日、日本の外貨建て・自国通貨建て長期ソブリン
格付けを、「AA」から「AA-」に1段階引き下げることを発表しました。同社による日本国債の格下げは、
2002年4月以来、8年9ヵ月ぶりのこととなりました。

同社は今回の格下げの背景として、①日本の政府債務比率がさらに悪化する見通しであること、②長引く
デフレが日本の債務問題をさらに深刻化させていること、③民主党政権には債務問題に対する一貫した
戦略が欠けていること、などを挙げています。

同社が事前に格下げ方向での見直し検討を表明していたこともあり、格下げを受けた金融市場の反応は
比較的冷静で、債券市場、為替市場の動きはともに小幅なものにとどまっています。日本は経常黒字国で
対外債務に依存する国とは一線を画すること、日本国債の保有に占める非居住者の比率はわずか5%前

後にすぎないこと、国内民間貯蓄は潤沢であり、国内金融機関の日本国債購入・保有余力が大きく損なわ
れる公算は当分低いことなどの要因が、市場への影響を限定的なものにとどめていると見られています。
このような要因を考慮すれば、今後についても債券市場や為替市場の動揺に結びつくような状況は想定し
にくいと考えられます。

同社では今後の見通しについて、政府が財政再建と経済成長に向けた施策を実行できれば、格上げを検
討するとしています。今回の格下げを機に、政府が財政再建を一層強力に推し進めていくことが期待され
るところです。

2011年1月28日

日本国債の格下げについて

楽読
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※上記は過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません
（信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成）

日本の10年国債利回りの推移
（1月25日9：00～1月28日16：30）

格下げ発表後

米ドル・円レートの推移
（1月25日0：00～1月28日17：00）

格下げ発表後
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